
　
調
布
基
地
跡
地
の
状
況
に
つ
い
て
、

障
害
者
福
祉
施
設
は
整
備
が
完
了
し
、

利
用
者
の
受
入
れ
態
勢
が
整
っ
た
こ
と

か
ら
、
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
開
設

す
る
。

　
府
中
基
地
跡
地
留
保
地
の
状
況
に
つ

い
て
、
国
か
ら
は
、
通
信
鉄
塔
及
び
パ

ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
の
解
体
作
業
に
お
い

て
、
低
濃
度
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
塗
装
片

等
の
飛
散
防
止
対
策
を
作
業
ご
と
に
適

切
に
講
じ
た
上
で
実
施
し
、
８
年
２
月

に
搬
出
が
終
了
し
、
そ
れ
ぞ
れ
順
次
処

分
が
行
わ
れ
て
い
る
な
ど
の
報
告
が
あ

り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

　
「
は
な
れ
」
に
配
置
予
定
の
カ
フ
ェ

と
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
つ
い
て

は
、
新
庁
舎
全
面
稼
働
に
先
立
ち
、
令

和
８
年
12
月
中
旬
に
開
店
予
定
で
あ
る
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
実
施
結
果
に
つ

い
て
は
、
寄
附
金
額
が
３
１
１
５
万
１

９
６
４
円
集
ま
り
、
全
額
「
は
な
れ
」

の
建
設
工
事
費
に
充
当
す
る
。ま
た
、

寄
附
者
の
氏
名
等
を
刻
印
し
た
銘
板
は

　「
通
り
庭
」
が
供
用
開
始
さ
れ
る
８
年

９
月
に
公
開
予
定
で
あ
る
な
ど
の
報
告

が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。　

　
第
三
期
改
築
実
施
校
改
築
事
業
の
対

象
校
で
あ
る
府
中
第
五
小
学
校
及
び
府

中
第
九
小
学
校
の
設
計
者
選
定
の
結
果

に
つ
い
て
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
で
松
田
平
田
設
計
・
教
育
施
設
研
究

所
設
計
共
同
企
業
体
に
決
定
し
た
。

　
新
た
な
学
校
づ
く
り
に
係
る
取
組
に

つ
い
て
、
府
中
第
七
小
学
校
及
び
武
蔵

台
小
学
校
の
統
合
校
は
府
中
第
七
小
学

校
の
校
地
と
し
た
い
こ
と
等
を
周
知
す

る
た
め
、
説
明
会
を
開
催
し
た
。ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
も
活
用
し
地
域
の

方
に
お
知
ら
せ
し
て
い
く
な
ど
の
報
告

が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

竹内　祐子
（日本共産党）

議
員
　
押
立
町
１
丁
目
の

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
つ
い

て
、
地
域
住
民
か
ら
は
民

泊
や
投
資
目
的
で
の
利
用

に
対
す
る
懸
念
の
声
が
あ

る
が
、
市
と
し
て
可
能
な

対
応
を
聞
き
た
い
。

都
市
整
備
部
長
　
周
辺
地

域
の
生
活
環
境
等
に
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
、
事
業
者
と

の
協
議
の
場
を
通
じ
て
、

必
要
な
対
策
な
ど
の
指
導

を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
民
泊
利
用
の
禁
止

に
つ
い
て
、
事
業
者
は
、

管
理
規
約
や
賃
貸
借
契
約

書
に
条
文
を
設
け
る
と
し

て
い
る
が
、
こ
れ
が
遵
守

さ
れ
る
根
拠
は
あ
る
か
。

都
市
整
備
部
長
　
条
文
を

設
け
る
こ
と
で
、
違
反
行

為
を
確
認
し
た
際
、
管
理

組
合
に
お
い
て
、
損
害
賠

償
請
求
な
ど
の
必
要
な
対

応
を
講
じ
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
府
中
都
市
計
画
道
路
３
・

４
・
３
号
に
つ
い
て
●「
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
薬
害
訴
訟
」

に
つ
い
て

マ
ン
シ
ョ
ン
の
民
泊
利
　

　
用
等
に
対
し
て
市
と
し

　
て
可
能
な
対
応
は

協
議
の
場
で
事
業
者
に
　

　
対
し
必
要
な
対
策
等
の

　
指
導
が
可
能
と
考
え
る

坂本けんいち
（公明府中）

議
員
　
災
害
時
に
お
け
る

洗
濯
支
援
の
考
え
方
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

危
機
管
理
監
　
一
次
避
難

所
と
な
る
市
立
小
・
中
学

校
で
は
、
応
急
給
水
栓
で

水
の
確
保
が
で
き
る
た
め
、

手
洗
い
に
よ
る
簡
単
な
洗

濯
な
ど
は
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
、
避
難
生
活
が
長

期
化
し
た
場
合
に
は
、
衣

類
、
寝
具
な
ど
の
洗
濯
や

交
換
が
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、
対
応
策
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

議
員
　
衣
類
の
汚
れ
や
臭

い
に
対
す
る
不
安
は
精
神

的
負
担
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
る
。
そ
こ
で
、
コ
イ

ン
ラ
ン
ド
リ
ー
、
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
業
界
等
の
専
門
団

体
と
協
定
を
結
ぶ
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
市
の
見

解
は
。

危
機
管
理
監
　
関
係
機
関

や
民
間
事
業
者
と
の
連
携

を
含
め
、
避
難
所
に
お
け

る
洗
濯
環
境
の
確
保
と
感

染
症
リ
ス
ク
の
軽
減
の
た

め
に
も
、
協
定
締
結
に
向

け
て
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

災
害
時
の
洗
濯
支
援
に
　

　
つ
い
て
専
門
業
者
と
の

　
協
定
を
結
ぶ
考
え
は

洗
濯
環
境
の
確
保
等
の
　

　
た
め
協
定
締
結
に
向
け

　
て
検
討
し
て
い
き
た
い

渡辺しょう
（フォーラム）

議
員
　
第
３
次
府
中
市
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推

進
プ
ラ
ン
の
モ
デ
ル
事
業

で
あ
る
「
府
中
駅
周
辺
公

共
施
設
の
効
率
的
な
更
新

と
活
用
」
に
取
り
組
む
背

景
と
目
的
は
。

市
長
　
府
中
駅
周
辺
の
公

共
施
設
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
施
設
の
老
朽
化
な
ど

様
々
な
変
化
が
生
じ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

踏
ま
え
、
市
民
や
関
係
者

と
将
来
を
見
据
え
た
施
設

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
モ
デ
ル
事
業
に
位
置

付
け
た
。

議
員
　
複
合
化
の
必
要
性

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

財
産
担
当
参
事
　
部
屋
の

統
合
に
よ
る
面
積
の
削
減

効
果
は
少
な
い
が
、
廊
下

な
ど
共
用
部
の
削
減
効
果

が
高
い
た
め
、
必
要
な
手

法
と
捉
え
て
い
る
。
ま
た
、

建
物
を
集
約
し
て
コ
ン
パ

ク
ト
な
施
設
と
す
る
こ
と

で
、
整
備
費
用
等
の
抑
制

も
期
待
で
き
る
。

　
令
和
７
年
国
勢
調
査
に
つ

い
て
●
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
平
和

島
の
新
ス
タ
ン
ド
に
つ
い
て

「
府
中
駅
周
辺
公
共
施
　

　
設
の
効
果
的
な
更
新
と

　
活
用
」
事
業
の
目
的
は

市
民
等
と
将
来
を

　
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り

　
を
進
め
る
た
め
で
あ
る

前川　浩子
（フォーラム）

議
員
　
近
年
、
ワ
ン
ル
ー

ム
形
式
住
戸
が
不
動
産
投

資
向
け
に
販
売
さ
れ
て
い

る
の
を
よ
く
目
に
す
る
が
、

市
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

都
市
整
備
部
長
　
居
住
者

の
属
性
や
定
住
性
の
把
握

が
よ
り
困
難
に
な
る
こ
と

か
ら
、
居
住
者
の
不
透
明

性
が
高
ま
り
、
生
活
環
境

の
悪
化
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
希
薄
化
等
へ
の
懸

念
が
あ
る
。

議
員
　
民
泊
の
規
制
に
関

し
て
、
市
独
自
の
ル
ー
ル

を
作
成
す
る
こ
と
が
可
能

か
聞
き
た
い
。

都
市
整
備
部
長
　
本
市
は
、

住
宅
宿
泊
事
業
法
に
お
け

る
独
自
の
条
例
を
制
定
で

き
る
自
治
体
に
該
当
し
て

い
な
い
が
、
市
地
域
ま
ち

づ
く
り
条
例
に
基
づ
き
、

民
泊
利
用
に
つ
い
て
も
、

事
業
者
と
十
分
な
協
議
を

行
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　
居
住
支
援
に
つ
い
て
・
市

営
住
宅
の
在
り
方
に
つ
い
て

●
社
会
福
祉
法
人
清
陽
会
に

つ
い
て

不
動
産
投
資
向
け
の
　      

　
住
戸
販
売
に
つ
い
て

　
市
の
考
え
は

居
住
者
の
不
透
明
性
が
　

　
高
ま
り
生
活
環
境
悪
化

　
等
の
懸
念
が
あ
る

　
こ
の
議
案
は
、
国
民
健
康
保
険
税

の
税
率
等
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も

に
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度

の
創
設
に
伴
い
、
納
付
金
を
徴
収
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の

 

　
委
員
か
ら
、「
物
価
上
昇
で
暮
ら

し
が
厳
し
い
中
、
保
険
税
の
増
額
に

は
慎
重
な
見
直
し
が
必
要
と
考
え
、

本
案
に
反
対
す
る 

」
「
税
率
は
26
市

の
中
で
も
低
い
水
準
で
あ
る
一
方
で

赤
字
補
塡
の
額
は
大
き
く
な
っ
て
い

る
状
況
を
踏
ま
え
、
今
回
の
改
正
は

や
む
を
得
な
い
と
考
え
、
本
案
に
賛

成
す
る
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、

可
否
同
数
と
な
っ
た
た
め
、
委
員
長

裁
決
に
よ
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
た
。

　
収
益
的
支
出
及
び
資
本
的
支
出

の
合
計
は
、
76
億
５
６
３
５
万
３
０

０
０
円
で
、
前
年
度
に
対
し
て
19
・

１
％
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

　
質
疑
に
対
し
て
、
「
下
水
道
管
路

の
特
性
を
考
慮
し
た
新
た
な
管
路
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
作
成
の
費
用
を
計
上
し

た
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、「
市
民
生
活
を
支
え

る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
下
水
道

施
設
に
つ
い
て
、
世
代
間
負
担
の
公

平
性
の
確
保
と
経
営
の
安
定
化
が
バ

ラ
ン
ス
よ
く
運
営
で
き
る
よ
う
な
取

組
に
期
待
し
、
本
案
に
賛
成
す
る
」

等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、

全
員
異
議
な
く
、
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
公
契
約
に
関
す
る

基
本
方
針
を
定
め
、
市
及
び
受
注
者

の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
ほ
か
、
そ

の
適
正
な
履
行
に
必
要
な
事
項
を
定

め
る
こ
と
で
、
公
契
約
に
係
る
業
務

に
従
事
す
る
労
働
者
等
の
適
正
な
労

働
環
境
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
、

市
民
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
た
め
、

新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
も
の

　
質
疑
に
対
し
て
、
「
生
産
年
齢
人

口
減
少
に
よ
り
安
定
的
な
担
い
手
の

確
保
が
課
題
と
な
る
中
、
本
条
例
を

制
定
す
る
こ
と
で
公
共
工
事
の
品
質

を
確
保
し
、
公
共
施
設
を
利
用
す
る

市
民
の
利
益
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、

全
員
異
議
な
く
、
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
法
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
乳
児

等
通
園
支
援
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
た
め
、
新
た
に
条
例

を
制
定
す
る
も
の

　
質
疑
に
対
し
て
、「
本
事
業
は
市

内
に
在
住
す
る
３
歳
未
満
を
対
象
と

し
て
お
り
、
そ
の
後
の
所
属
先
へ
つ

な
げ
る
こ
と
も
趣
旨
に
含
ま
れ
て
い

る
」
等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、「
事
業
者
や
保
護
者

の
声
を
よ
く
聞
き
、
子
ど
も
た
ち
が

安
全
に
通
え
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い

た
い
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、

全
員
異
議
な
く
、
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

他

他他

・

本
案
に
つ
い
て
は
、

常任委員会の審査報告から

会

員

委

務

総

会

員

委

生

厚

第
５
号
議
案

府
中
市
公
契
約
条
例

第
12
号
議
案

府
中
市
特
定
乳
児
等
通
園
支
援

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
　

第
16
号
議
案

府
中
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

特 別 委 員 会 の 概 要

会
員
委
別
特
策
対
地
跡
等
地
基

会
員
委
別
特
設
建
舎
庁
市

会
員
委
別
特
策
対
化
朽
老
設
施
校
学

会

員

委

教

文

会
員
委
境
環
設
建第

34
号
議
案

令
和
８
年
度
府
中
市
下
水
道
事

業
会
計
予
算
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